
整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（徳島県　令和2年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

（円）

（工種，施設
区分，構造，
規格，能力

等）

交付金
都道
府県
費

市町
村費

その他

東みよ
し町

株式会
社にし
阿波
ビーフ

農畜産
物輸出
に向け
た体制
整備
（牛
肉）

232

ハラール
証明牛肉
輸出向け
出荷量を
225t/年
増加

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

0t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

0t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

12t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

16t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

21t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

134t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量

225t/
年

ハラー
ル証明
牛肉輸
出向け
出荷量
(4－3月
期)

59.7%

ハラール証
明牛肉輸出
向け出荷量
が0t/年か
ら134t/年
へ増加し
た。

食肉等
流通体
制整備
（牛
肉）

221

部分肉仕
向け割合
を100ﾎﾟｲ
ﾝﾄ増加

部分肉
仕向け
割合

0.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

部分肉
仕向け
割合

100.0%

100.0%

部分肉仕向
け割合が
0.0%から
100.0％へ
100ﾎﾟｲﾝﾄ増
加した。

畜産物処理加
工施設(産地食
肉ｾﾝ
ﾀｰ)1,296.18㎡
けい留所，と
殺解体:ｽﾀﾝﾆﾝ
ｸﾞﾎﾞｯｸｽその他
と畜解体機器
一式，部分肉
加工:白物搬送
ｺﾝﾍﾞｱｰその他
部分肉加工機
器一式，内蔵
処理:小腸切開
洗浄機その他
内蔵処理機器
一式
病畜棟:57㎡

処理能力27頭/
日

896,400,000 415,000,000 0 0 481,400,000
平成28年
3月31日

部分肉仕向け割合
100％を確保する施
設整備に加えて，輸
出先国の内食化に対
応した衛生管理の高
度化も推進し，ﾏﾚｰｼ
ｱ，ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ向け輸出
量を大幅に増やし
た。
また，施設機能強化
の訴求力を通じて，
これまでﾊﾗｰﾙ牛肉を
輸出可能な認定と畜
場がなかったｼﾝｶﾞ
ﾎﾟｰﾙをはじめ，複数
の有望海外市場への
販路開拓を進めた。
事業開始時と比べ，
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの世界
的拡大を機に商談機
会が大きく減少し，
輸出向け出荷量は目
標には届かないもの
の，今後とも，海外
市場動向の把握に努
めながら，一頭単位
でのﾌﾙｾｯﾄ輸出や販
売活動の強化等によ
り，輸出量の拡大を
図る。

部分肉仕向け割合100%
で円滑に稼働しなが
ら，複数国に向けたハ
ラール証明牛肉の輸出
施設認定を積極的に推
進し，有望イスラム市
場への開拓も進んでい
るが，新型コロナウイ
ルスの世界的拡大によ
る輸出停滞等により，
輸出向け出荷量は目標
に達せず，また他産地
との競合や国内外食需
要の減少等から，と畜
頭数は計画を下回って
いる。
しかしながら，新規市
場開拓や輸出先国の内
食化に対応した衛生管
理の高度化の取組等に
より，輸出向け出荷量
は増加傾向であり，引
き続き，輸出向け出荷
量の目標達成及びと畜
頭数の増加に向け，関
係機関と連携し，変化
する食市場に対応した
販売対策や生産拡大を
指導・支援していく。

79.8%
総合所

見

（注）１　別記様式第１号の２の１に準じて作成すること。

　　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては，事業実施後の状況の欄を追加し，記入すること。

　　　３　別添として，各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　　４　「事業実施主体の評価」欄と，「都道府県の評価」欄については，評価の対象となる年度のみ，それぞれの所見を記入すること。

　　　５　「総合所見」欄については，評価実施年度の取組について，都道府県全体の総合所見を記入すること。

　　　６　「都道府県平均達成率」欄は，都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

類別 類別
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都道府県平均達成
率

県平均達成率は、未達成となった。
ハラール証明牛肉輸出向け出荷量が未達となったため、引き続き、関係機関と連携して、変化する食市場に対応した販売対策や生産拡大に向けてフォローアップを継続する。
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